
平成 28 年度 公立高等学校入学者選抜学力検査結果について 

教 学 指 導 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 受検者数  （ ）内は前年度比較 

・受検者総数 12,073 人(－254 人) 

・全日制 11,773 人(－202 人) 、定時制 128 人(－37 人) 、多部制 172 人(－15 人) 

 

２ 教科別結果                         （ ）内は前年度 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

平 均 点 
56.97 59.84 47.46 40.75 56.50 

(56.77) (55.73) (49.46) (54.97) (56.32) 

100点の人数 
0 4 0 2 5 

(3) (0) (1) (2) (25) 

0 点の人数 
3 9 5 22 2 

(0) (1) (13) (7) (2) 

標準偏差 
16.3 20.8 16.7 20.7 23.3 

(18.3) (21.3) (19.2) (21.5) (22.9) 

   

※標準偏差……データの散らばりの度合いを示すもの。 

データの標準偏差が小さいほど、各値はその平均値の近くに分布する。 

 

 

【受検者数と平均点】                 （ ）内は前年度比較 

・受検者総数 12,073 人(－254 人) 

・平均点  

国語 56.97 点(＋0.20 点)   社会 59.84 点(＋4.11 点)   数学 47.46 点(－2.00 点) 

  理科 40.75 点(－14.22 点)   英語 56.50 点(＋0.18 点） 

【考察及び今後の対応】 

・各教科の平均点や分布でみると、理科については平均点が大きく下がり、分布の頂点が下

方に移ったものの、他の教科については昨年度と比べて大きな変化はなく、５教科を総合

すると、受検者の学習の成果を評価できる問題であったと考える。 

・思考力・判断力・表現力等を問う問題を充実するため、論述式の問題を増やしたことにより、

複数の資料や実験結果等を的確に読み取る力、根拠を示しながら自分の考えを説明する力等を

みることができた。 

・学校の意見や外部有識者の評価等から、問題の分量、基礎基本と活用のバランス、設問のわ

かりやすさやレイアウト等は概ね良好であったと考える。引き続き適切な出題に心がけたい。 

 

概 要 



３ 教科別得点分布グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


